
　　　　　　　　　　　　財務情報の公開と説明責任
2002年７月 16日(火)
時 間 講 義 項 目

９：50
～

11：50

□ 学校法人の財務情報開示上の課題
　　    公認会計士　　　　森谷　伊三男　　

１．情報公開法の施行と対応状況

２．ユニバーシティガバナンスと情報公開制度

３．学校法人の財務情報公開制度のあり方

４．学校法人の財務公開状況の調査結果

５．自己点検評価制度と情報公開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈質疑応答〉　　

昼　食　（会場内外でご自由に）

12：50
～

14：40

□ 新たな学校法人会計基準の確立に向けて
～私大連盟・学校会計委員会報告書（平成 14年 3月公表）と

       財政情報開示ガイドラインを踏まえて～
 (社)日本私立大学連盟・学校会計委員会     片山　覚　　

１． 学校法人をめぐる環境変化

（１）少子・高齢化社会の進行　　　　　　　（２）独立行政法人会計基準の制定

（３）情報公開法の施行　　　　　　　　　　（４）学校法人改革の必要性と説明責任

２． 学校法人会計基準の問題点

（１）消費収支計算書の構造と基本金について（２）学校法人の財務的透明性について

３． 新たな学校法人会計基準の確立に向けて

（１）社会に理解されやすい学校会計に向けて（２）基本金の再検討

（３）キャッシュ・フロー計算書の導入　　　（４）附属明細書の拡充

４． 学校法人財政情報開示への提言

（１）財政情報の公開と開示　　　　　　　　（２）情報開示対象者と目的

（３）社会的に求められる情報開示基準　    （４）自主的情報開示の必要性
５． 学校法人財政情報開示ガイドライン  （学校法人財政情報開示基準）
（１）計算書類等の公開　　　　　　　　　　（２）財政情報の開示

（３）補足説明資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈質疑応答〉　　
コーヒーブレイク

14：50
～

16：30

〈ケーススタディ〉

□ [立命館大] 大学改革と財政公開
(学) 立 命 館　　　　　  若林 洋夫　　

１．私立大学における財政公開の基本的理念 
（１）「民間･非営利法人」の私立大学経営の基本的理念　　

（２）教育サービス（教育投資）と学費

２．本学の財政公開の歴史と特徴

（１）財政公開の歴史   ①全学協議会　　②「相対的低学費」政策 
（２）財政公開の特徴　　　　　　　　　　

　　①「一人ひとりに届く財政公開」

②大学改革の一環としての大規模事業に対する財源のアカウンタビリティ

　　　③財政公開の教育的意味　　１）学生　　　２）教職員

３．財政公開から業務･大学公開への展開

４．立命館の大学改革と財政 
（１）大学改革の今日的意義　　　　　　　　　（２）長期計画方式と財政

（３）産官学協同と教育研究の高度化　　

５．今後の課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈質疑応答〉　　


